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巻頭言

会長　須藤正起

　県視協会員の皆様こんにちは。例年以上の猛暑が続き、台風の進路が心配されるなか、幸いにも静岡県内での水害等の知らせは今のところ有りません。万が一、局地的な大雨等で被害に遭われた場合は、事務局までご連絡いただきますようお願い致します。また、各支部内での連絡等、お声掛けをお願いしたいと思います。

　さて、今年度の全国盲人福祉大会は結成70周年記念大会という事で、東京都で開催されました。秋篠宮殿下、同妃殿下のご臨席等で、式典の進行が例年とは若干異なり、壇上での表彰は代表だけとなりましたが、静岡県から名倉秀幸さんが尽くし賞を受賞されました。永年の功労に感謝申し上げます。各分科会での報告等は、本編で有ろうかと思います。

　7月に名古屋市で行われた東海地区夏期研究集会では、静岡から付き添いを含め１７名が参加し、日盲連の竹下義樹会長の講演「中央情勢報告」と「事例から見た差別と解決策」について、名古屋市障害者差別相談センターの神村昌克センター長から、事例等を交えた講演と意見交換等が行われました。第1分科会・福祉一般では「日常の相談業務から思う差別」をテーマに話し合われ、障害者差別解消法の制定に伴い、身近で起こりうる問題についての解消法等について、議論されました。

　8月、県総合社会福祉会館にて、第1回指導者研修会を行い、県障害者政策課の上原班長にお越しいただき、「障害者総合支援法の改正点について」講演と質問にお答えいただきました。午後からの「同行援護事業の課題について」では、東・中・西の同行援護事業所からサービス管理責任者を兼任されている方、5名にご参加いただき、変更点や現状と今後の課題について話し合われ、閉会までの時間一杯を使い質疑応答を行いました。身近なサービスの変更だけに、参加者の皆さんの活発な意見交換が行われました。

　今後の事業としては、三療研修会、ニュースポーツ普及事業、コミュニティ静岡21（中央開催）が予定されています。10月には例年通り、同行援護従業者養成研修事業も行います。

　10月7日の三療研修会は、実技講習として「浮腫み」に重点を置いた手技療法等を勉強したいと思います。11月11日のニュースポーツの予定として、ボッチャとブラインドサッカーを考えております。12月2日はコミュニティ静岡２１ですが、今年度は中央で開催されます。実行委員により様々な催しを企画致しております。是非、多くの皆様にご参加いただけるようお願い致します。

全国大会参加報告

副会長　伊藤定善

　今年の全国大会は６月１１日（月）から１３日（水）の三日間、第７１回大会であり、日盲連結成７０周年記念大会となるもので、東京で行われました。

　今年の大会では、かねてより日盲連の名称変更が行われると聞いていたのですが、検討中の段階であり、早くても来年度になってからのことになるようです。

　竹下会長は、「日本盲人会連合」という名称をどこかに残したいと思いつつも、時代に合わせた、そして弱視者の立場を考慮した名称ということを考えておられるようです。

　１日目と2日目の会議は、東京浅草ビューホテルを会場として行われました。私が１１日に出席したスポーツ協議会は関係者を含め約７０名が参加。代表者会議に先立ち、昨年の全国障害者スポーツ大会（愛媛大会）グランドソフトボール競技の優勝旗と賞状が竹下会長より優勝チームの愛媛県と福岡県の両チームへ渡されました（悪天候で決勝戦が行われなかったのだそうです）。

　引き続いて行われた代表者会議で濱野昌幸協議会会長は挨拶の中で、２０２０スポーツフェスティバルの大会準備・運営に関する協力のお願いと全国障害者スポーツ大会において、優勝旗の授与ができるように関係団体との協力と理解を得て、運動を進めて行きたいと述べられました。

　議事では、事業と決算報告・監査報告・事業計画案・予算案が執行部より報告・提案がなされ、承認されました。

　代表者会議終了後には研修会を開催、「視覚障害者スポーツの現状と課題～盲学校の現場から～」と題し、視覚障害者スポーツに３０数年間携わってきた、筑波大学附属視覚特別支援学校教諭の原田清生氏を講師に迎えて行われました。盲学校の生徒数の現状、スポーツに取り組む生徒数の推移、盲学校体育の環境の現状を詳しく解説されました。視覚障害者スポーツの課題としてはスタッフの不足・競技者の不足・スポーツ環境の改善・経済基盤の安定の必要性が挙げられ、現状の厳しさを改めて認識する内容でした。

　１２日は、日盲連結成７０周年を記念した研修会「７０年の歴史と先人の思いを語る」が開かれました。パネリストとして、笹川吉彦日盲連名誉会長、板垣成行日盲連相談役、新城育子日盲連女性協議会相談役のお三方が登壇され、日盲連の歴史的なエピソードを交えながらこれまでの活動、そしてこれからの日盲連の課題について話されました。生活分科会では、障害者差別解消法・障害者総合支援法、同行援護・移動支援、
６５歳以上の介護保険・高齢者問題、日常生活用具給付等事業、意志疎
通支援、歩行訓練など、４０項目について意見交換されました。同行援護の議案が多く提出され、重要であり関心が高いことを再確認しました。

　本県からの提出議案は「視覚障害当事者に対し、合理的配慮や情報保障の観点から、必要な職員の配置に関する法的補助制度を創設していただくよう要望する。」というものでした。他県の議案と比べ、要望が分かりにくいかと心配しましたが、すんなり承認されました。

最終日は、全国から視覚障害者、並びに関係者約２０００人が東京都台東区の東京文化会館に参集し、盛大に大会式典と議事が行われました。

　まず、秋篠宮同妃両殿下ご臨席の下、第１部の大会式典が行われました。開会前には東京消防庁のダイナミックな演奏が続き、大会を盛り上げました。

　式典では、会長挨拶の後、秋篠宮殿下よりお祝いのお言葉を賜り、その後、日盲連顕彰等受賞者に表彰状、感謝状の贈呈、小池百合子東京都知事等からの祝辞、祝電披露が行われました。

　本件からは元副会長の名倉秀幸さんが表彰されましたが、資料に記載があったのみで、会場で名前を発表されず、とても残念でした。

　第２部の大会議事では、平成２９年度決議処理報告、平成３０年度運動方針を執行部の原案通り全会一致で可決。さらに宣言・決議も全会一致で採択されました。

　次年度７２回大会の開催地は札幌市とのことでした。

　大会を終え、私たちは先人への感謝を忘れず、これからの視覚障害者に、より良い社会を残していくことを、ひとつずつ着実に実行していかなければと思いました。

日本盲人会連合結成70周年記念　第71回全国盲人福祉大会に参加して

副会長　　望月　昇

今回の大会は、「日本盲人会連合結成70周年記念大会」と言うことで、研修会の内容も「70年の歴史と先人の思いを語る」と言うテーマで行われました。長年に亘り、日盲連の活動を続けていただいた、3名の大先輩の皆様のお話を聞かせていただきました。苦労話の中にも素晴らしいパワーを感じ、日盲連の現在まで、そして、これからのあるべき姿を学ばせていただきました。

12日に開かれました、バリアフリー分科会の報告をします。

座長に日盲連理事で長崎県視覚障害者協会の野口豊氏と、東京都盲人福祉協会の吉田美奈子氏、助言者に日盲連副会長の及川清隆氏と参与、青年協議会大胡田誠氏を迎え、全国の加盟団体から67名が出席し、提出された議案を論議し、採択しました。

以下に、提出された議案のカテゴリ名、項目数、主な内容を記します。

1.駅の安全対策(4項目)

設備の充実、駅員の再配置、マナーの啓蒙、声かけ運動の継続など。

2.鉄道関係(6項目)

特急料金の割引、使いやすいICカードなど。

3.交差点・信号機(5項目)

音響設備、歩車分離式信号機、ラウンドアバウト、エスコートゾーンなど。

4.道路関係(1項目)

有料道路割引。

5.視覚障害者誘導用ブロック(点字ブロック)(4項目)

敷設にあたっての各法律のガイドラインの遵守、色基準の明確化など。

6.情報保障(5項目)

テレビの緊急速報の音声化、字幕スーパーの弱視者への配慮。テレビや競技会場でのスポーツ解説放送の充実。情報バリアフリー法の制定。選挙公報など。

7.セルフレジ(2項目)

セルフレジに支援者を配置するか、音声案内及び拡大画面の導入。店員対応のレジの存続。

8.家電製品・アプリ(6項目)
家電製品の操作方法の音声案内機能。スマートフォンなどの新たな情報
端末、視覚障害者に役立つアプリ開発の促進など。

9.その他(6項目)

公共交通機関・施設のトイレの水洗方式の統一化。宅配便などの不在通知票。危険な個所への転落防止柵。食品の賞味期限消費期限の記載など。

報告は以上ですが、最後に、視覚障害者の自立と社会参加の実現を目指し、70年の歩みを続けてきた先人、先輩の方々のたゆまざる尽力に対し、心より感謝し、これからの活動の糧にして行きたいと思います。

同行援護に関する日盲連の要望事項について

編集担当　市川健悟

　第７１回全国盲人福祉大会では多くの決議がなされ、それぞれの省庁に要望を陳情しました。具体的な内容については、情報部より提供されたメールを読まれた方も沢山おられると思います。そこで、去る８月５日に開かれた県視協指導者研修会で取り上げた同行援護に沿ったテーマを踏まえて、このことに関する事項だけを抜き出して以下に掲載させていただきます。
１．障害者総合支援法に基づく障害支援区分認定を受けようとする際、
視覚障害特性を十分に反映させることができる調査項目に変更または追
加するように

　２．相談支援事業の報酬の増額を実現し、事業が単独で成り立つような報酬額に設定すること

　３．障害福祉サービスの個人負担分の所得の区分を、現行よりも細かく分けるとともに、本人のみの所得で算定するなど、所得の実情に合った算定をするように

　４．同行援護の支給量を当事者の必要に応じたものにするとともに、通勤・通学においても利用を認めるように

　５．同行援護の利用者の自己負担を廃止するとともに、利用時間制限の撤廃を

　６．同行援護の利用時間を１カ月単位ではなく、数カ月単位として、前月使わなかった時間は次月に繰り越せるなど、融通性を持たせられるように

　７．交通の不便な地域において、同行援護従業者が運転する車の利用を認め、その移動時間や待機時間を報酬算定の対象に加えるよう制度の改善を

　８．株主総会へ出席するための移動を同行援護の対象とするように

　９．同行援護を担当する自治体の職員は、同行援護制度の理念を熟知し、利用者・ヘルパーの相談者となりうる人を配置するように

　１０．同行援護の報酬単価は時間が伸びるにつれて、１時間当たりの単価が下がる仕組を止め、同行援護が８時間を超えた場合の報酬単価の改善を

　１１．同行援護事業所が市町村から無くならないような対策と福祉有償運送の充実を

　１２．ガイドヘルパーの専門性の向上とともに、利用者１人１人のニーズに応じた同行援護事業の運営を

　１３．同行援護制度ないし、報酬が見直されることにより、事業所が減少しないように

　１４．視覚障害のある親が子供を保育園に送迎する際、同行援護を利用できるように

　１５．施設利用者（入所者）も地域生活支援事業の移動支援を利用できるように。

事務局からのお知らせ
1.日盲連顕彰について

　日盲連結成70周年記念第71回全国盲人福祉大会の日盲連顕彰において、被表彰者として名倉秀幸監事が尽くし賞を受賞されました。永年の福祉貢献に対し深く感謝を申し上げます。誠におめでとうございました。

2.寄付者のご紹介

　８月１０日現在で、ご寄付をいただいている方をご紹介致します。

佐藤三四二様、外山かつみ様、以上２名です。過分なるご寄付をいただき、誠に有難うございます。また、書き損じハガキのご寄付をいただいた方々にもお礼を申し上げます。今後ともよろしくお願い致します。

3.賛助会員のご紹介

８月１０日現在で、賛助会員としてご協力を頂いている方々をご紹介致します。（敬称省略）木村正志、前田万正、美濃孝輔、鈴木あさ子、村松貴代子、松久充子、多々良善哉、須藤直美、以上の８名です。

ご協力いただき、誠にありがとうございました。

4.訃報のお知らせ

　去る、７月２５日に榛南支部の大石文雄様がご逝去されました。謹んでご冥福をお祈り致します。

5.事務所の臨時休業について

９月２６日（水）は臨時休業とさせていただきます。会員の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご理解の程よろしくお願い致します。

編集後記

　目覚めと共に、今日の暑さを予感させるようなけたたましい蝉の声。今夏は、未曽有の水害に始まり台風の逆走、観測史上初めての41.1度を記録すると言う受難の季節を迎えています。日本列島全体に「暑い」と言う言葉だけがクローズアップされているような印象です。しかしこれは日本だけの現象ではなく、カリフォルニアではなんと52度と言う想像を絶するような記録を叩き出しました。世界規模で地球温暖化が進行している脅威をまざまざと思い知らされる感じです。

　２年後の東京オリンピックがこのような猛暑の中で行われるとすれば、この祭典にかけてきた選手たちにとっても、観戦者たちにしても、この時期に増加するであろう外国人ツアー客にとってもまさに至難の夏になりそうです。それにしても、スポーツ会を揺るがしている様々な不祥事。２０２０年の五輪までには、競技だけに熱中できるような環境を整えてほしいものです。

　さて、９月号の県視協通信はこの６月に東京で行われた「全国盲人福祉大会７０周年記念大会」の報告原稿で埋めました。投稿をいただいた会長を始め、理事の皆様のご協力を感謝いたします。

　ところで、人口減少に歯止めがかからず、住みやすいはずの静岡県からも流出者が増え続けているそうです。加速度的な高齢化と少子化が加わって、ますます混とんとした状況を呈して行きそうな気配です。私たちも未来に何か残せないか、その一端に貢献できることがあればいいのですが…。

　編集後記を記している８月１０日現在、蝉しぐれに代わって、虫の音が朝の大気を震わせ、少しずつではありますが着実に秋の気配を伝え始めました。そんな中、皆様が残暑を乗り越えられて清々しい季節を迎えられることをお祈りしつつ９月号を閉じることとします。

市川健悟

住所　〒431-3121　浜松市東区有玉北町１５３８

電話　053-434-4140

メールアドレス　oidashi@ka.tnc.ne.jp
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